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常箇所で k-out-of-n システムによる判定を行うとする． 
はじめに，アリ型センサ群システムによる判定に k-out-of-n システムを利用した場合の，誤報，
欠報，及び他領域でのセンサの欠報による期待損失を求める式を導入する．そして，対象領域内
で 1 箇所， 2 箇所， 3 箇所の異常が短時間の間に連続して発生した場合を想定し，それぞれ
数値シミュレーションにより，最適な n ， k の組み合わせを，各異常箇所でそれぞれ求めた． 
2 箇所発生した場合は 1 箇所発生で求めた最適な n ， k の組み合わせを利用して， 3 箇所
発生した場合は 2 箇所発生した場合で求めた最適な組み合わせを用いて，各異常箇所での最適
な組み合わせを求めることができる．さらに，対象領域で異常が t 箇所発生した場合を想定し， 
(t-1) 箇所目までの最適な組み合わせを利用して各異常箇所での最適な n ， k の組み合わせを
求めるアルゴリズムを示した．最後に，本論文のまとめと考察を行った．途中，感度分析を行い，
総期待損失を求める式が，各パラメータによりどのような影響を受けるかを調べた． 
  
